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1. はじめに ～本資料の対象コース～

本資料は、 以下のVirtual Classroomコースで使用するリモートラボへの接続要件と
事前の接続テスト方法を紹介します。

 CCNA BOOT CAMP前編 ～ICND1v3.0対応～

 CCNA BOOT CAMP後編 ～ICND2v3.0対応～

 Implementing Cisco Routing (ROUTE) v2.0
～CCNP BOOT CAMP ルーティング編～

 Implementing Cisco IP Switched Networks (SWITCH) v2.0
～CCNP BOOT CAMP スイッチング編～

 Troubleshooting and Maintaining Cisco IP Networks (TSHOOT) v2.0
～CCNP BOOT CAMP トラブルシューティング編～
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2. CCNA/CCNP リモートラボへの接続要件

CCNA/CCNP BOOT CAMPでは、シスコ社のリモートラボを使用します。リモートラボ
への接続のために、以下をご用意ください。

 ネットワーク環境

1. インターネット接続

2. ファイアウォールがある場合は以下のポート番号の開放

 TCPポート番号 30000以上

 受講者用PC

1. 「Cisco PuTTY Client」ソフトをインストールできるPC
 「Cisco PuTTY Client」 とは？

PuttyというフリーソフトをベースにCisco社がカスタマイズしたツールです。

2. ブラウザでJavaScript が有効になっていること

3. ブラウザでCookieが有効になっていること

4. IPアドレスが頻繁に変更されないこと

5. Flash がインストールされていること
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3. CCNA/CCNP リモートラボへの接続テスト
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 Internet Explorerから以下にアクセスします。

 https://cll-auth.cisco.com/st/tests/js

 表示される指示に従い、以下のテストを行います。

1. ブラウザでJavaScript が有効になっているか

2. ブラウザでCookieが有効になっているか

3. IPアドレスが頻繁に変更されることがないか

4. 「Cisco PuTTY Client」をインストールし、
“telnet://”のURLからTelnetクライアントソフトを起動し、Telnet接続ができるか

5. Flash がインストールされているか

 上記すべてのテストに成功できれば完了です。

 詳細は次ページ以降を確認してください。
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3.1. ブラウザでJavaScript が有効になっているか

 “OK”が表示された場合には、”Next Test”をクリックし、次に進んでください。

 そうでない場合には、”Troubleshooting”をクリックし内容を確認してください。

6Trainocate Japan, Ltd. All rights reserved.



3.2. ブラウザでCookieが有効になっているか
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 “Cookie Test Result: Success!”が表示された場合には、”Next Test”をク
リックし、次に進んでください。

 そうでない場合には、”Troubleshooting”をクリックし確認してください。
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3.3. IPアドレスが頻繁に変更されることがないか
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 シスコリモートラボにログイン後は、同じIPアドレスを使用することが求
められます。（途中でIPアドレスが変更されると、再認証が必要とな
ります。）

 ここでは現在のIPアドレスを確認しておきます。

 確認後、”Next Test”をクリックし、次に進んでください。

IPアドレス
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3.4. Cisco PuTTY ClientのインストールとTelnet接続 1/2
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 以下の手順に従い、Cisco PuTTY Clientをインストールします。
1. 「Telnet Test」画面で「Troubleshooting」をクリック

2. 「Telnet Troubleshooting」画面中央あたりの「Here」をクリックし、Cisco PuTTY
Clientのインストールファイルをダウンロードして実行

3. 「Back」をクリックし、 「Telnet Test」画面に戻る

①

②

③

Trainocate Japan, Ltd. All rights reserved.



 ルータの図をクリックし、Console画面が表示されることを確認してください
（Console画面はしばらくすると消えます）。
確認できたら、”Next Test”をクリックし、次に進んでください。

 Console画面が表示されなかった(Telnet接続が失敗する)場合には、 次ページを
確認してください。

① ルータをクリック

② Console画面が表示される

3.4. Cisco PuTTY ClientのインストールとTelnet接続 2/2
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3.4.1 Telnet接続が失敗する場合

ルータの図をクリックしてもConsole画面が表示されない(Telnet接続が失敗する)
場合は、以下を確認してください。

1. Cisco PuTTY Clientが正しくインストールできていない可能性があります。

 9ページの手順にしたがって、Cisco PuTTY Clientを再度インストールしてください。

2. ファイアウォール等で、ブロックされている可能性があります。

 TCPポート番号30000以上が許可されているか確認してください。
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3.5. Flash がインストールされているか
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 “You have verson # installed”と表示されることを確認してください。確認で
きたら、”Next Test”をクリックし、次に進んでください。

 表示されなかった場合には、 ”Troubleshooting”をクリックし内容を確認し、
Flashをインストールしてください。
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お問い合わせ

 ご不明な点やご質問は、以下のWebページからお問い合わせください。

 https://www.trainocate.co.jp/gkinfo/form.aspx

※ コースお申込み前に、要件を満たしているか必ず接続テストを行ってください。
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